【取扱注意】
平成　　年　　月　　日時点

卓越大学院の構想について（学内エントリーシート）

【部局名】：　　　　　　　　　　　　　　　　　　【記入者】：
	
構想名
【必須】 　
	※構想名を記入
－※サブタイトルがある場合に記入－



	
構想責任者
（プログラム代表者、プログラム担当者）
【必須】
	※構想責任者１名とプログラム代表者の所属・氏名・連絡先を記入
【構想責任者（１名）】

【プログラム代表者（１名）】


【プログラム担当者（５名以内）】



	
想定される実施主体
【必須】
	※取組を主体となって実施する組織（学部、研究科、研究所、センター等）の名称を記入し、
連携相手先の組織名称を記入
【幹事部局】


【連携部局】


【学外連携機関】
※学外連携機関の選定理由、相手先と交渉を進めている場合は、交渉の状況も含めて記入



	
対象領域
【必須】
	※主たる対象領域を１つ選んでください。また副となる対象領域も１つ選んでください。
1 我が国が国際的な優位性と卓越性を示している研究分野
2 社会において多様な価値 ・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、新領域
3 将来の産業構造の中核となり、経済発展に寄与するような新産業の創出に資する領域
4 世界の学術の多様性を確保するという観点から我が国の貢献が期待される領域

	
養成する人材像【必須】
	※養成する人材像を記入（※高度な『知のプロフェッショナル』を目的とし、具体的に記入）


	
構想の概要
【必須】


	※構想の概要について、以下の１～４の観点で簡潔に記入
１．教育力の観点から実施する取組（検討中のものも含めて記載）

２．優秀な大学院生・教員等を結集する観点から実施する取組
（検討中のものも含めて記載）
※学生に対する経済的支援の充実のための方策は必ず記入

３．人材育成の場として研究の観点から実施する取組
（検討中のものも含めて記載）

４．その他の観点から実施する取組（検討中のものも含めて記載）



	
計画期間
【必須】
	
平成　　年度～平成　　年度（　年）




	
（１）国内（本学）の現状、構想（養成する人材）の必要性【必須】
※国内又は本学の現状を踏まえて、養成する人材の必要性（入口、出口を明示）について、具体的かつ簡潔に記入


（２）本学の優位性、卓越性【必須】
※本学がプログラムを提供することの優位性、研究面での卓越性（プログラム担当者の役割と主な研究業績を含めて記入）を記入

　

（３）期待される社会的な効果【必須】
※社会的ニーズ（産業界、学生、地域等）、社会的・学術的な波及効果、大学の教育研究にもたらす意義等を記入

　
（４）全体計画（１０年間の計画）【必須】
※構想期間（２０２７年まで）における、年次計画及び全体計画を記入
※第３期中期目標期間に実施する取組内容については具体的かつわかりやすく簡潔に記入

・平成３０年度（２０１８）：

・平成３１年度（２０１９）：

・平成３２年度（２０２０）：

　  ・平成３３年度（２０２１）：

・平成３４年度（２０２２）：

・平成３５年度以降（２０２３～２０２７年まで）：


（５）補助金終了後の定着化に向けた計画（基本的な方向性）【必須】
※補助金終了後の定着化のための基本的な方向性を記入


（６）財政規模（概算額）【必須】
※「卓越大学院構想」の実施に必要な所要額（概算額）を記入（上記（4）に対応させて記入）
[bookmark: _GoBack]※学生に対する経済的支援に必要な所要額（概算額）についても含める。
※博士教育課程リーディングプログラムの予算規模を上限とする。


（７）構想の実現に必要な学内改革と国への規制緩和の要望【任意】
※必要な改革（学内資源の再配分、人事・給与システム改革、ガバナンス改革等）を具体的かつ簡潔に記入


※国の規制緩和が必要な事項を具体的かつ簡潔に記載

（８）参考にした海外大学の構想（ベンチマーク大学の設定）【任意】
※参考にした海外大学の構想（教育プログラム）を具体的かつ簡潔に記入


（９）その他【任意】



	【備考】





（※枚数：５枚程度）
＜その他の提出資料＞

　※１．構想概要を説明するポンチ絵（Ａ４版で１～２枚まで）【必須】
　※２．年次計画及び達成時期を含む全体計画がわかる工程表　【必須】

【提出期限：１０月２０日（木）】
